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令和８年３月、それぞれ中学校と高校を卒業し

た３名の児童が学園を離れ、新しい環境へと巣立

ちました。引っ越しに向けては交通手段や周辺施

設を調べることを後回しにして「おしゃれな美容

院を探したい！」と新生活を楽しみにする日もあ

れば「またすぐ伊東に戻りたいなぁ」と不安を吐

露することもありました。 

学生生活の中で挫折も経験し、涙する姿が何度

もあった子どもたちでしたが、それぞれが現実を

受け入れ、自ら進路を組み立てて実現に至った事

は職員として誇らしく感じています。 

 

 

 

 

●学習ボランティア 紀藤信哉様  

●一般社団法人伊豆高原観光オフィス様  

●伊豆高原きらめき様  

●伊藤薫様 ●Sareee様 ●彩羽匠様 ●Chi-Chi様 

 ボランティアさんの様々な活動で子どもたちに楽

しいひと時を提供していただいております。みなさま

のご協力には大変感謝しております。 

 

  

 

 暖かい春の陽気と共に進級・進学とそれぞれ新たな

スタートをきり、子どもたちは期待と不安を胸に元気

よく登校しています。今年度も楽しい 1年になるよう

に子どもたちと過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退園児の１人は「いつか学園の子に、先輩とし

て俺の事を紹介してもらいたいなぁ」と話してい

ました。彼もまた先輩の話を聞きながら学園で育

った経験から出た言葉だったようです。学園を離

れる子どもたちが未来の学園を想像していて、そ

の中に自らを置いている事を噛みしめました。  

時の流れを感じながらもみんなが帰る場所とし

て、学園がここにあり続けられるようにこれから

も努めてまいります。 

がんばれ！新生活１年生！ 

男子フロア担当 児童指導員 

 

 

 

 

子どもの最善の利益のため、子どもたち一人

ひとりが尊重され、心身ともに健やかに育成さ

れ、将来健全な社会の一員として自立できるよ

う支援を行う 

 

 

 

●東静岡ヤクルト販売株式会社様 

●株式会社ファーストリテイリング様 

●トヨタユナイテッド静岡株式会社様 

●パナソニック環境エンジニアリング株式会社様 

●株式会社 ABC 様 ●内藤彰様 ●野間伸一様 

●島谷俊太郎様 ●石山洋子様 ●太田智様 

 

帰省期間 

５月１日～５月６日 

６月１９日～６月２１日 

７月２４日～８月１６日 

 

帰省については児童相談所の許可のもと、各御家

庭へ連絡しております。 

尚、予定されている帰省期間は、感染症の流行状

況に応じて変更する可能性がありますので、ご承知

おきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月７日、高校の入学式が行われました。真新

しい制服に袖を通し、すっかりお姉さんらしくな

り成長の早さを感じました。友達ができるかなと

わくわくとドキドキを胸に門をくぐりました。 

 早速友達をみつけ話かけている姿があり、子ど

もたちのほっとした面持ちで式場に向かう姿は

緊張している様子がありました。式が始まり来賓

や先生方の話をしっかりと聴き、その真剣な表情

はつい先日まで中学生であったとは思えないく

らい大人びていて感動しました。クラスは１クラ

スなので仲の良い友達と一緒になれ嬉しそうに

はしゃいでいる楽しそうな姿にほっとしました。 

 

 

 

 

 

 

３月１９日中学校と小学校の卒業式が行われ、

わかなでは５名もの児童が卒業を迎えました。数

日前から思い出話に花を咲かせたり、当日の髪型

を楽しそうに考えたりする姿が見られそれぞれ

が卒業の日を心待ちにしている様子でした。当日

は朝早くから起きて準備を行い、入場時には緊張

する様子も見られましたが、最後まで立派な姿で

式に臨むことができていました。式典後は、友だ

ちと写真を撮ったり会話を楽しんだりしながら、

思い出に残るひとときを過ごしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから始まる３年間で子どもたちは、進路決

定や学業、交友関係など様々な経験、体験をして

いくと思います。新たな心意気で今後の高校生活

に挑戦して欲しいと願っています。 

女子フロア担当 児童指導員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちはこれまでの生活の中で多くの経

験を積み重ね、それぞれが大きく成長した姿を見

せてくれました。今後の新たな一歩が希望に満ち

たものとなるよう職員一同願っております。 

    地域小規模わかな担当 保育士 

 

 

 

 

 

 

 

 

春

編集・発行 

川奈臨海学園 

〒414-0044 伊東市川奈 509-7 

TEL 0557-45-0509  FAX 0557-45-5169 

E-mail rinkai-g@ninus.ocn.ne.jp 

URL    https://www.saiseikai-kawana.jp 



学 園 だ よ り    第 579 号 令和 8 年 5 月 1 日発行 

                                                        

４月から川奈臨海学園に所属になりました。幼いこ

ろからの夢であった保育士として、学園の子どもたち

と関われることをとても嬉しく思っています。これか

らは夢に向かっていく子どもたちを支える立場とし

て、子どもたちの笑顔を守るために尽力してまいりま

す。保育士としてまだまだ未熟ですが一つひとつの学

びを大切に、成長していきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

低年齢児フロア担当 保育士 

 

 

 

 

３月１７日、幼稚園の卒園式が行われ１人の

入所児が卒園しました。幼稚園生活を共にした

友達、先生方とのお別れを寂しがる様子があり

ました。卒園式が始まると、担任の先生の呼名

に返事をしたり、座っている際にも幼児とは思

えない立派な姿であったり、成長した姿を見せ

てくれました。卒園式終了後には園庭で鬼ごっ

こをしたり、写真を撮ったりと別れを惜しむ姿

もありましたが、いつも通りのお別れをして園

舎を後にしました。 

期待と不安を胸に秘め、この春小学校に進学

します。友達作りやバス通学、勉強、給食等初

めての経験をこれからしていくにあたり、様々

な悩みや壁に当たる事もあると思いますが、子

どもの悩みを聞いて向き合っていきたいです。 

低年齢児フロア担当 保育士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月８日、高校３年生２名の卒業と新生活への

門出を祝う食事会を行いました。あおばが開設し

た時からいる２人が旅立つ事に職員もさること

ながら、たくさん遊んでもらった他３名の年少児

達も少し寂しそうでした。２人がいつ退園するか

を子どもたちが代わる代わる聞く姿は微笑まし

く映りました。 

皆で決めた食事のメニューは、『肉！肉！肉！そ

して焼きそば！』と予算の大半をお肉に費やした

だけあって、その量の多さに食べきれるのかと心

配もありましたが、そこは食べ盛りの面々。次か

ら次へと見事な食べっぷりを見せてくれました。

それと同時に室内でお肉を焼いてしまった事で

部屋全体に匂いが充満してしまいましたが、それ

も良い思い出です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

締めの挨拶をしてくれたのは、全児童の中で最

も古株のＭ君。真面目に何かを伝えようとする中

で、最後まで小学生にからかわれるその姿は「Ｍ

君らしいなぁ～」と思いました。 

地域小規模あおば担当 児童指導員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新任職員紹介 

４月から川奈臨海学園に所属になりました。学

生の頃からの思いであった、子どもの成長を支

え、手を差し伸べるような仕事をしたいという思

いから川奈臨海学園への就職を決めました。子ど

もたちが安心し、のびのびと生活できるような環

境作りを心掛けて自立に向けて全力でサポートし

ていきたいと思います。至らない事も多いです

が、一歩ずつ丁寧に学び自身の糧としていきたい

と思います。よろしくお願いいたします。   

女子フロア担当 児童指導員補助 

肉！


